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達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合
① 本校の教育課程（単位制）に満足している生徒が

８０％以上である。
・グランドデザインに基づいた教育活動の推進、適正な教育課程の

編成 Ａ Ａ Ａ

② 本校の教育活動（学校行事、部活動、生徒会活動
等）に満足している生徒が８０％以上である。

・
・
・

生徒ニーズの把握・分析
学校行事、生徒会行事の工夫、充実
適正な部活動の推進 Ａ Ａ Ａ

③ 自分の学校が好きだと感じている生徒の割合が８
０％以上である。

・面談等を通した生徒一人一人の抱える問題の把握、組織的な対
応、きめ細かな指導の推進 Ａ Ａ Ａ

① 本校の授業に満足している生徒が８０％以上であ
る。

・生徒の実態や反応等を意識した授業実践、授業力の向上

B A A

② 習熟度別授業（数学・英語）がわかりやすいと感
じている生徒が８０％以上である。

・
・

生徒一人一人の到達度の把握
適正なクラス編成 A A Ｂ

③ 「総合的な探究の時間」に、主体的に取り組んだ
と自己評価している生徒が８０％以上である。

・
・
・

事前のきめ細かな指導と振り返り
ガイダンスセンターの機能充実
外部機関と連携した探究活動の推進 B Ａ Ａ

① 主体的に学んでいると感じている生徒が８０％以
上である。

・ＩＣＴの活用や授業形態、課題の工夫等による授業改善

B A B

② 基礎学力が身についたと感じている生徒が８０％
以上である。

・
・

身に付けさせるべき学力の明確化
定期的な振り返りによる学力の定着

B A B

③ 授業以外の１日あたりの平均学習時間が２時間以
上の生徒が５０％、１時間３０分以上の生徒が７
０％以上である。

・
・
・

授業と関連させた継続的な学習課題の設定
朝学習の実施による学習習慣の定着
学習サプリの活用 Ｃ Ｃ Ｃ

4 組織的・継続的な指導を
行っていますか。

① 職員会議や年次会議等において、生徒に関する情
報交換を月に２回以上行っている。

・教育相談係会議、各年次会議、運営委員会、職員会議等で情報交
換 Ａ ― Ａ

② 校内の美化・安全点検を、月に１回実施してい
る。

・
・

全教職員による清掃指導
安全意識の徹底 Ａ ― Ａ

① いじめアンケートを年３回以上実施している。 ・アンケートの活用、全教職員による情報共有

Ａ ― Ａ

② いじめの発生防止に努め、いじめの解消率が１０
０％である。

・
・

家庭・関係機関との連携
教育相談体制の一層の充実 Ａ ― Ａ

① 高校生らしい、規則正しい生活を送れていると思
う生徒が９０％以上である。

・
・
・

家庭、ＳＣとの連携強化
登校時玄関指導
教育相談体制の充実 Ａ Ａ Ａ

② あいさつがきちんとできていると思う生徒の割合
が８０％以上である。

・
・

登校時玄関指導、授業開始前指導
職員からの積極的な声かけ

Ａ Ａ Ａ

7 計画的な指導を行っていま
すか。

① 学校からの進路に関する情報を、役立つと認識し
ている生徒が８０％以上である。

・
・

「進路通信」の活用
進路ガイダンス・大学見学会等の実施

B Ａ Ｂ

② 地域社会の人を講師とした講演会等の進路行事を
年３回実施している。

・
・
・

社会人講師特別授業（１年）
卒業生による受験報告会（１・２年）
外部講師による模擬授業（２年） Ａ ― Ａ

8 生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

① 「自己の生き方」と「将来の職業」を真剣に考
え、進路実現に向けて積極的に取り組んでいる生
徒が８０％以上である。

・
・
・
・
・

ガイダンスセンターの機能充実
二者面談・三者面談の充実
進路資料室の充実
インターンシップの実施
保護者向け講演会の充実

A A B

① 学校の教育活動を保護者・地域住民に理解しても
らうため、「学校公開」を年３回以上実施してい
る。

・

・
・

Ｗｅｂ（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ）を活用した学校行事・生徒の活躍
等の発信
学校説明会、講演会等の実施
公開授業の実施

Ａ ― Ａ

② ＰＴＡ総会、年次別保護者会等に参加している保
護者が８０％以上である。

・
・

ＰＴＡ総会時の進路講演会・公開授業等の実施
年次別保護者会等の工夫・充実 Ｃ ― Ｃ

③ ＰＴＡ新聞を年３回発行し、Ｗｅｂページを毎月
更新している。

・
・

各分掌、部活動等からの情報収集
学校行事等の撮影・記録 Ａ ― Ａ

10 ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

① ＩＣＴを活用した授業に満足している生徒が８
０％以上である。

・クロムブックの効果的な活用方法の研究と実践

Ａ Ａ Ａ

11 ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

① ペーパーレスの職員会議等を１０回以上実施して
いる。

・資料等のペーパーレス化の実践

Ａ ― Ａ

生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

2

点検・評価　

方　　　　　　　　　　策
羅　　　　　針　　　　　盤

1

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい
ますか。

評　価　対　象 具体的数値項目

特色ある教育活動を行って
いますか。

生徒の実態に応じた指導を
行っていますか。

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

3

　
5 学校はいじめの防止や早期

発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

Ⅲ

教育デジタル化
に努めています
か。

Ⅵ

生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

9Ⅴ 家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

生徒は健康で、規則正しい
学校生活を送っています
か。

　
6

達成状況のまとめ及び次年度の課題

①第１回アンケートで96.4％、第２回アンケートで97.4％であった。
②第１回アンケートで96.6％、第２回アンケートで96.1％であった。
③第１回アンケートで94.5％、第２回アンケートで95.6％であった。

・生徒の実態把握に努め、進路実現に対応した教育課程を検討する。
・学校行事の内容検討及び生徒の主体的な活動を支援する。
・部活動や教育活動の充実を図り、生徒の自己肯定感の育成につなげる。

①学校公開を５回実施し、今年度は中学生・保護者対象の個別相談会も実施した。
②PTA総会時の授業公開は58％の参加があったが、総会/年次別保護者会の参加率
はそれぞれ3割強であった。
③２月までにＰＴＡ新聞を３回発行した。
・授業公開を中心とした学校公開のより一層の充実を図る。
・ホームページや公式インスタグラム等で、学校行事や部活動等の情報を迅速に発
信するとともに、新聞社への取材依頼を積極的に行うなどして、地域社会への広報
活動に努める。
・生徒や保護者のニーズにあった適切な情報も積極的に発信する。

・ＰＴＡ活動は、時代の変化もあり見直
していくべきである。日頃から学校の様
子や考えを継続して発信し、保護者の理
解が得られるよう努力を続けてほしい。

・学校のホームページでは生徒の生き生
き活動する様子や多彩な情報が掲載され
ており素晴らしい。

・進路意識の向上が主体的な学習に繋が
るため、計画的な進路指導・キャリア教
育を実践してほしい。

・早期の文理選択もあり、様々な学びや
体験を経たうえでの進路選択が難しい面
もあるが、大学は文理を横断した総合力
を求めていることを念頭におき、生徒へ
の指導・支援にあたっていただきたい。

学校関係者評価

・生徒主体の探究学習が計画的に進めら
れており、インターンシップ等の探究活
動も大きな成果を上げている。

・授業改善に向けた研修を定期的に行う
など、通年での学力向上に向けた取組は
評価できる。

・家庭学習も含めた生徒主体の学習に
は、進路意識の高まりによる内発的な動
機付けが不可欠である。

・生徒が日々の学びをより自分事化でき
るよう、進路指導・キャリア教育の更な
る充実を図っていただきたい。

・学校行事、部活動、探究活動等、特色
ある教育活動が展開されている。
・生徒は自分の学校が好きで、学校生活
の満足度も高く素晴らしい。
・生徒主体の活動が学校全体の活力に
なっているが、教職員の情報共有や意思
統一がそうした活動を支えていると思わ
れる。

①第１回アンケートで83.0％、第２回アンケートで82.9％であった。
②地域社会の人を講師とした講演会３回を含め、外部講師の講演会を６回実施し
た。
・進路通信など、生徒に必要な進路情報を適正な時期に発信する。
・外部機関と連携し、必要性を検討しながら多様な方面から生徒に有意義な講演を
実施して進路実現に繋げていく。

①第１回アンケートで88.1％、第２回アンケートで88.5％であった。
・教科横断的かつ各分掌の連携による、組織的なキャリア教育を実施する。
・保護者向け進路講演会を１回実施したが、参加は限定的であったため、実施時期
や内容、実施形態等を検討する。

①第１回アンケートで93.8％、第２回アンケートで94.3％であった。
②第１回アンケートで84.9％、第２回アンケートで88.4％であった。
③第１回アンケートで92.4％、第２回アンケートで92.9％であった。

・授業参観や新しい学びに係る授業改善研修等、教員相互の学び合いを通して授業
力の向上を図る。
・生徒の到達度を把握し、習熟度に基づいたきめ細やかな授業を展開する。
・探究学習の重要性について、全職員の共通理解を図るとともに、３年間を見通し
た体系的な探究プログラムを確立する。

①第１回アンケートで91.1％、第２回アンケートで90.2％であった。
②第１回アンケートで92.8％、第２回アンケートで92.0％であった。
③家庭での学習習慣が確立されていない生徒が多い。
・ＢＹＯＤの活用や調べ学習を取り入れるなど、主体的な学びを支援する。
・定期テストのみならず、授業毎の振り返りや単元毎の小テスト、学習アプリでの
課題配信等で、学習の積み重ねを可視化し、生徒が学習の到達度を定期的に把握で
きるよう支援する。
・進路について、１年次の早い時期から考えさせて進路意識の向上を図るととも
に、適切な情報提供を行い、主体的な学習習慣を身に付けさせる。

①職員会議は月１回、年次会議は月４回、②安全点検は月１回実施した。
・職員会議、日々の朝会等でその都度生徒情報の共有を行う。
・年次団全員参加の年次会議を１学期に３回設定し、情報共有を図った。
・欠席が続く生徒は家庭と緊密な連携を図り、時機を逸しない対応に努める。
・安全点検は形骸化せず結果は速やかに報告し、修繕等の対策を実施する。

①いじめ防止アンケートは、年３回実施した。
②些細な変化を見逃さずいじめの早期発見に努め、認知した際はいじめ対策委員会
にて組織的に対応しており、解消率は100％であった。
・相談しやすい雰囲気を作り、いじめ事案を記入しやすいものとする。
・初期対応と組織の重要性を認識し、早期解消に向けて組織的に対処する。

①第１回アンケートで97.3％、第２回アンケートで98.6％であった。
②第１回アンケートで97.2％、第２回アンケートで97.7％であった。
・生徒会を中心に生徒から呼びかけをし、自ら律するよう促す。
・スマホの適正使用を考えさせ、睡眠時間を確保する。
・感染症や熱中症対策を徹底し、健康の大切さを考えさせる。

・いじめ防止に向けた組織的な生徒支援
の体制が整備されており、悩みを抱える
生徒への教育相談体制も充実している。

・認知したいじめ事案の解消率が
100％であるのは、生徒・保護者への
継続的な支援ができているからこそであ
る。

・真面目な生活態度で、生き生きとした
表情で学校生活を送っている姿を、近隣
住民や中学生がよく見ている。

・生徒会活動や委員会活動を通して、生
徒が自らを律するよう促している点が素
晴らしい。

・ICTを活用した指導により、資料の作
成や発表など、生徒がICTを効果的に活
用する力も高まっていると思われるが、
情報を適切に選択して活用できる力もつ
けさせたい。

Ⅳ

開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

①第１回アンケートで93.3%,第２回アンケートで94.4％であった。
・多くの教員が効果的なＩＣＴ機器の使用ができるよう研修を積み授業力を高め
る。
①ペーパーレス職員会議は例年通り実行した。
・今年度は生成AI活用に関する職員研修を実施した。今後は生成AIも積極的に活用
し、業務の改善とスリム化を図っていきたい。


